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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　学習用の映像音声クリップを利用した自律的学習システムであって、
　　通信機能、学習用の映像音声クリップの再生機能及びユーザが当該映像音声クリップ
によって再生される動作に倣って行った動作を撮影・録音した成果物データの生成機能を
有するユーザ端末と、
　　映像音声クリップデータを記憶する映像音声クリップデータベース、
　　前記映像音声クリップデータベースに記憶された映像音声クリップデータを前記ユー
ザ端末に配信する配信処理部、
　　前記ユーザ端末から送信される成果物データを受信する成果物受信部、及び
　　前記成果物データについて学習成果を評価し、所定水準の学習成果が達成されたと評
価された成果物データを新たな学習用の映像音声クリップとして前記映像音声クリップデ
ータベースに記憶する成果物評価部、
　を有するコンテンツサーバと
　から構成されることを特徴とする自律的学習システム。
【請求項２】
　前記成果物評価部は、学習指導者に前記成果物データを視聴させて当該学習指導者から
当該成果物データについての評価の入力を受け付けることで、学習成果の評価を行うこと
を特徴とする請求項１に記載の自律的学習システム。
【請求項３】
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　前記成果物評価部は、前記成果物データを所定の評価基準に基づいて自動的に評価する
ことを特徴とする請求項１に記載の自律的学習システム。
【請求項４】
　前記コンテンツサーバは、前記ユーザ端末から受信した成果物データのうち、所定水準
の学習成果が達成されたと評価された成果物データを当該ユーザ端末以外のユーザ端末に
対して公開することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の自律的学習システム
。
【請求項５】
　前記コンテンツサーバは、前記ユーザ端末から受信した成果物データを当該ユーザ端末
以外のユーザ端末に対して公開するとともに、当該成果物データに対する当該ユーザ端末
以外のユーザ端末からの評価又はコメントの入力を受け付けることを特徴とする請求項１
に記載の自律的学習システム。
【請求項６】
　前記成果物評価部は、前記ユーザ端末から受信した成果物データについて、当該ユーザ
端末以外のユーザ端末からの評価が所定水準をクリアしているか否かに基づいて、学習成
果の評価を行うことを特徴とする請求項５に記載の自律的学習システム。
【請求項７】
　前記映像音声クリップデータベースは、初期状態において映像音声クリップを記憶して
おらず、前記ユーザ端末から送信される成果物データのうち前記成果物評価部によって所
定水準の学習成果が達成されたと評価された成果物データのみが学習用の映像音声クリッ
プとして前記映像音声クリップデータベースに蓄積されることを特徴とする請求項１に記
載の自律的学習システム。
【請求項８】
　前記コンテンツサーバは、ユーザの属性情報及び学習カリキュラム情報を記憶するユー
ザ情報データベースと、
　前記学習カリキュラム情報に基づき、各ユーザへの映像音声クリップの配信及び各ユー
ザにおける学習の進捗状況を管理する進捗管理部とを有することを特徴とする請求項１か
ら７のいずれか１項に記載の自律的学習システム。
【請求項９】
　前記ユーザ端末は、映像音声の撮影録音機能を内蔵し又は外部から利用可能であり、映
像音声クリップに倣ってユーザが行う動作を撮影録音して成果物データを生成することを
特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の自律的学習システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンピュータシステム上で映像音声クリップを教材として利用した学習シス
テムに関し、特に、システム管理者による管理を伴わず自律的に教材コンテンツの発展・
改良が行われる学習システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　クリップとは映像・音声コンテンツを構成する小単位の素材であって、通常数秒から数
十秒の長さで一定のコンテンツを含むものを言う。本明細書において、映像・音声クリッ
プとは、映像のみ、音声のみ及び映像及び音声からなるクリップを含むものとする。
【０００３】
　コンピュータネットワークの発展、コンピュータ機器・携帯端末の普及により、映像・
音声コンテンツが様々な用途で個人的に手軽に利用されるようになっている。これに伴い
、映像・音声コンテンツの制作側が映像・音声コンテンツを配信するのみならず、従来受
け手であったインターネットユーザも自ら撮影・録音した映像・音声コンテンツを発信す
ることが一般的となってきている。
【０００４】
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　このような環境において、映像・音声コンテンツを学習教材として利用することが広く
行われている。例えば、特許文献１に記載されているように、指導者側が学習教材である
映像・音声コンテンツを学習者に配信し、学習者がこれを視聴して学習を行い、その結果
を指導者側にフィードバックして指導者側が学習達成度を計測するほか、学習者が教材の
良し悪しを評価するといったオンライン学習システムが利用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－６３４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載されているような従来のオンライン学習システムでは
、常に、教材配信側（指導者側）が教材コンテンツを制作して学習者に提供するという配
信形態であり、さらに学習者からアウトプットされる学習成果やフィードバックを教材配
信側（指導者側）が受け止め、処理して、学習者の評価や教材の改良に反映するという形
態であったため、教材配信側（指導者側）すなわちシステム運営者においては膨大な人的
・経済的リソースを負担しなければインタラクティブで効果的なオンライン学習システム
が維持できない状況にあった。
【０００７】
　本発明は、このような実情に鑑みてなされたものであり、教材配信側から一方的に学習
者に対して教材を配信する形態ではなく、学習者からアウトプットされる学習成果コンテ
ンツがそのまま他の学習者の教材コンテンツと化し、システム管理者による管理を伴わず
自律的に教材コンテンツの発展・改良が行われるオンライン学習システムを提供しようと
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記解決課題に鑑みて鋭意研究の結果、本発明者らは、典型的には数秒から数十秒の長
さで一定の意味合いを含む小単位の映像・音声コンテンツ素材（以下、「映像音声クリッ
プ」という）を学習教材コンテンツとして用いるとともに、学習者自らに学習内容の履行
の撮像・録音をさせた映像音声クリップを収集し、当該映像音声クリップを学習達成度な
どを測る材料として利用するのみならず、それ自体が学習教材コンテンツとして利用され
るような仕組みを案出し、本発明を完成させたものである。
【０００９】
　すなわち、本発明は、学習用の映像音声クリップを利用した自律的学習システムであっ
て、通信機能、学習用の映像音声クリップの再生機能及び当該映像音声クリップに対する
学習成果を示す映像音声クリップと同質である成果物データの生成機能を有するユーザ端
末と、映像音声クリップデータを記憶する映像音声クリップデータベース、前記映像音声
クリップデータベースに記憶された映像音声クリップデータを前記ユーザ端末に配信する
配信処理部、前記ユーザ端末から送信される成果物データを受信する成果物受信部、及び
前記成果物データについて学習成果を評価し、所定水準の学習成果が達成されたと評価さ
れた成果物データを新たな学習用の映像音声クリップとして前記映像音声クリップデータ
ベースに記憶する成果物評価部を有するコンテンツサーバとから構成されることを特徴と
する自律的学習システムを提供するものである。
【００１０】
　本発明の自律的学習システムにおいて、前記成果物評価部は、学習指導者に前記成果物
データを視聴させて当該学習指導者から当該成果物データについての評価の入力を受け付
けることで、学習成果の評価を行うことを特徴とする。
　人手により成果物の評価を行うことにより、きめ細やかで総合的な評価をすることがで
きる。
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　一方で、前記成果物評価部は、前記成果物データを所定の評価基準に基づいて自動的に
評価することとしてもよい。
　例えば、模範となる映像音声データとの比較分析や画像解析、音声解析といった手法を
用いて自動評価を行うことができる。
【００１１】
　本発明の自律的学習システムにおいて、前記コンテンツサーバは、前記ユーザ端末から
受信した成果物データのうち、所定水準の学習成果が達成されたと評価された成果物デー
タを当該ユーザ端末以外のユーザ端末に対して公開することを特徴とする。
　これにより、他ユーザのお手本となるべき映像音声クリップが公開されるため、ユーザ
は多数の教材へのアクセスが可能となる。
【００１２】
　本発明の自律的学習システムにおいて、前記コンテンツサーバは、前記ユーザ端末から
受信した成果物データを当該ユーザ端末以外のユーザ端末に対して公開するとともに、当
該成果物データに対する当該ユーザ端末以外のユーザ端末からの評価又はコメントの入力
を受け付けることを特徴とする。
　また、前記成果物評価部は、前記ユーザ端末から受信した成果物データについて、当該
ユーザ端末以外のユーザ端末からの評価が所定水準をクリアしているか否かに基づいて、
学習成果の評価を行うことを特徴とする。
　これにより、人手による成果物の評価を行うことを要せずとも、自律的に学習成果の評
価承認が行われ、ユーザの学習が進行するようになる。
【００１３】
　本発明の自律的学習システムにおいて、前記映像音声クリップデータベースは、初期状
態において映像音声クリップを記憶しておらず、前記ユーザ端末から送信される成果物デ
ータのうち前記成果物評価部によって所定水準の学習成果が達成されたと評価された成果
物データのみが学習用の映像音声クリップとして前記映像音声クリップデータベースに蓄
積されることを特徴とする。
　これにより、システム管理側又は学習指導側において、教材コンテンツである映像クリ
ップを予め制作・提供することを要せずとも、学習者が自ら優良な教材コンテンツを生成
し、これを再利用するという自律的な学習システムが構築される。
【００１４】
　本発明の自律的学習システムにおいて、前記コンテンツサーバは、ユーザの属性情報及
び学習カリキュラム情報を記憶するユーザ情報データベースと、
　前記学習カリキュラム情報に基づき、各ユーザへの映像音声クリップの配信及び各ユー
ザにおける学習の進捗状況を管理する進捗管理部とを有することを特徴とする。
　また、前記ユーザ端末は、映像音声の撮影録音機能を内蔵し又は外部から利用可能であ
り、映像音声クリップに倣ってユーザが行う動作を撮影録音して成果物データを生成する
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　以上、説明したように、本発明によれば、教材配信側から一方的に学習者に対して教材
を配信する形態ではなく、学習者からアウトプットされる学習成果コンテンツがそのまま
他の学習者の教材コンテンツと化し、システム管理者による管理を伴わず自律的に教材コ
ンテンツの発展・改良が行われるオンライン学習システムが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態にかかる映像クリップを利用した自律的学習システムの概要
を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかる映像クリップを利用した自律的学習システムにおけ
るコンテンツサーバの内部構成を概略的に示す図である。
【図３】本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムにおいて利用される映像ク
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リップの画面表示例を示す図である。
【図４】本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムの利用の流れを概略的に示
したフロー図である。
【図５】本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムにおいて映像クリップを利
用した学習の画面表示例を示す図である。
【図６】本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムにおいて映像クリップを利
用した学習の画面表示例を示す図である。
【図７】本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムにおいて映像クリップを利
用した学習の画面表示例を示す図である。
【図８】本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムにおいて映像クリップを利
用した学習の画面表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付図面を参照しながら、本発明の映像音声クリップを利用した自律的学習シス
テムを実施するための最良の形態を詳細に説明する。図１～図８は、本発明の実施の形態
を例示する図であり、これらの図において、同一の符号を付した部分は同一物を表わし、
基本的な構成及び動作は同様であるものとする。
【００１８】
　映像クリップを利用した自律的学習システムの構成
  図１は、本発明の一実施形態にかかる映像クリップを利用した自律的学習システムの概
要を示す図である。以下では、もっぱら映像クリップ（映像及び音声からなるコンテンツ
）について説明するが、映像のみで音声を含まないクリップや音声のみのクリップについ
ても同様に適用されるべき技術思想である。
【００１９】
  図１において、本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムは、学習教材とし
ての映像クリップを記憶し、当該映像クリップについての情報処理及び配信処理を行うコ
ンテンツサーバと、コンテンツサーバを管理・操作するための管理者端末と、コンテンツ
サーバから学習教材としての映像クリップの配信を受け、利用し、コンテンツサーバに対
してフィードバックを行う複数のユーザ端末と、ユーザ（学習者）の学習指導者が利用す
るクライアント端末とから構成される。ユーザ端末は、据え置き型ＰＣ、ノートＰＣ、ス
マートフォンやタブレットＰＣ等の携帯端末、その他あらゆる種類の通信可能かつ映像ク
リップが再生可能なコンピュータ装置である。図示するように、コンテンツサーバ、管理
者端末、ユーザ端末、クライアント端末はそれぞれネットワークを通じて通信可能となっ
ている。
【００２０】
　図２は、図１に示すコンテンツサーバの内部構成を概略的に示す図である。
  図２において、コンテンツサーバは、映像クリップデータ等を記憶する映像クリップデ
ータベース、ユーザ情報を記憶するユーザ情報データベース、映像クリップデータベース
に映像クリップの登録・編集処理を行う映像クリップ編集部、ユーザ情報データベースに
ユーザ情報の登録処理を行うユーザ情報編集部、映像クリップデータベースに記憶された
映像クリップの配信処理を行う配信処理部、配信された映像クリップによる学習の進捗状
況を管理する進捗管理部、配信された映像クリップによる学習の成果物を受信する成果物
受信部、受信した学習の成果物の評価処理を行う成果物評価部、受信した学習の成果物を
ユーザ端末及びクライアント端末に閲覧させる成果物公開部を有している。
  ユーザ端末は、配信された映像クリップを再生する機能を有しており、また、映像・音
声を記録（撮影・録音）する撮影手段を内臓し又は外部に有している。
【００２１】
　映像クリップデータベースは、学習用の映像クリップデータ及びそれに付随する情報（
例えば、制作者、コンテンツの種類・用途、配信対象者、評価者、達成度測定法等）を記
憶している。
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  ユーザ情報データベースは、図１においてユーザ端末を利用する学習者及びクライアン
ト端末を利用する学習指導者に関する情報を記憶している。学習者に関しては、各人の学
習内容・カリキュラム・進捗・達成度等の情報を記憶しており、学習指導者に関しては、
指導の権限・対象・指導履歴等を記憶している。
【００２２】
　映像クリップ編集部は、管理者端末、クライアント端末等から操作を受け付けて、映像
クリップデータ及び付随情報を映像クリップデータベースに登録する。あるいは、ユーザ
端末から映像クリップを登録する。
  ユーザ情報編集部は、管理者端末、クライアント端末等から操作を受け付けて、ユーザ
端末を利用する学習者及びクライアント端末を利用する学習指導者に関する情報をユーザ
情報データベースに登録する。あるいは、ユーザ端末から学習者に関する情報を登録でき
る構成としてもよい。
【００２３】
　配信処理部は、映像クリップデータベースに記憶された各々の映像クリップについて、
ユーザ（学習者）端末に対する配信処理を行う。この配信処理は、映像クリップデータベ
ースに記憶された映像クリップの付随情報及びユーザ情報データベースに記憶された情報
から把握される所定の学習カリキュラムに基づき、各々のユーザにとって適切な内容・タ
イミング・分量・配信形式にて配信されるものとする（アダプティブラーニング）。
  進捗管理部は、各々の学習者について、ユーザ端末に配信された映像クリップによる学
習の進捗状況に関する情報を管理する。この進捗管理は、映像クリップデータベースに記
憶された映像クリップの付随情報及びユーザ情報データベースに記憶された情報から把握
される所定の学習カリキュラム、並びにユーザ端末からの当該映像クリップによる学習成
果物その他の情報（学習できなかった、学習しなかった等）の受領によって把握されるも
のとする。
  また、進捗管理部は、ユーザ端末に対して、そのユーザが現在行うべき学習内容を例え
ばＴｏＤｏリストなどの形式で表示するようにしてもよい。
【００２４】
　成果物受信部は、映像クリップが配信された学習者による成果物として、当該学習者の
動作等を撮影した映像クリップをユーザ端末から受信する。
  成果物評価部は、所定の評価基準又は評価方法に基づき、ユーザ端末から受信した映像
クリップに表れる当該学習者の成果物について評価を行う。ここで、学習成果物である学
習者の動作等を撮影した映像クリップの評価は、例えば基準となる映像クリップ（当該学
習者に配信したものでも別途用意されたものでもよい）との差異を分析することにより自
動的にする評価方法でもよい（客観的評価）。あるいは、成果物公開部により、学習成果
物である学習者の動作等を撮影した映像クリップをクライアント端末又はユーザ端末を学
習指導者又は他の学習者に閲覧させ、評価をさせることとしてもよい（主観的評価）。
【００２５】
　図３は、本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムにおいて利用される映像
クリップの画面表示例を示す図である。
  図示するように、ユーザ端末の表示装置上において、配信された映像クリップを再生し
て視聴することができる。また、映像クリップの付随情報も表示することができる。映像
クリップはユーザ端末内に保存されて何度も視聴できるようにしてもよいし、都度コンテ
ンツサーバから取得して視聴するようにしてもよい。
【００２６】
　映像音声クリップを利用した自律的学習システムの利用形態
  本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムは、小単位・短時間の映像を利用
したあらゆる種類の学習に適用することができる。例えば、接客動作の学習、スピーチの
学習、語学の学習など人の動作が関係する様々な学習に適用することが考えられる。
  ここで、図１に示す管理者端末は、本システムの管理者がコンテンツサーバ等を操作・
管理するための端末であり、クライアント端末は、ユーザ（学習者）の学習指導者が映像
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クリップの登録・編集や配信内容の割り当て、学習の進捗管理、成果物の評価・承認、成
果物の再利用の管理などを行うための端末である。
【００２７】
　図４は、本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムの利用の流れを概略的に
示したフロー図である。
  図４において、まず、本システムの管理者又はユーザ（学習者）の学習指導者は、管理
者端末又はクライアント端末からコンテンツサーバにアクセスし、ユーザ情報編集部によ
って、学習者であるユーザの属性情報などをユーザ情報データベースに登録し、これを適
宜編集する。
  また、本システムの管理者又はユーザの学習指導者は、管理者端末又はクライアント端
末からコンテンツサーバにアクセスし、映像クリップ編集部によって、教材コンテンツで
ある映像クリップ及び付随情報を映像クリップデータベースに登録し、これを適宜編集す
る。
【００２８】
　さらに、本システムの管理者又はユーザの学習指導者は、管理者端末又はクライアント
端末からコンテンツサーバにアクセスし、どのユーザにどの映像クリップをどのように配
信するかという学習カリキュラムを設定することもできる。このように設定された学習カ
リキュラムについては、コンテンツサーバの配信処理部及び進捗管理部によって配信から
成果確認までの情報が管理される。
【００２９】
　続いて、管理者端末又はクライアント端末からの操作によって、あるいはユーザ自らの
ユーザ端末による操作によって、映像クリップデータベースに登録された映像クリップが
ユーザ端末に配信され、あるいは取得される。
  ユーザは、ユーザ端末上で映像クリップを再生し、学習を行う。このとき、映像クリッ
プは、例えば図３に示すような形態でユーザ端末上に再生される。学習を行った後、学習
成果を示すための成果物を生成する。ここで言う成果物は、ユーザが映像クリップによっ
て再生される動作に倣って行った動作を撮影・録音したものである。すなわち、成果物も
また映像クリップである。ここで、例えば図５に示すように、教材コンテンツである映像
クリップと自らの動作を撮影・録音した成果物とを同時並列的に再生することで、学習効
果を高めることも可能である。
  尚、学習用の映像音声クリップには、（１）学習者に対して動作の説明・デモンストレ
ーションを行うクリップ、（２）学習者に対して動作の見本を示し模倣させるクリップ、
（３）学習者に対して質問をして答えさせるクリップなどがある。（１）については説明
等を理解した旨を示す成果物、（２）については動作を模倣した様子を撮影・録音した成
果物、（３）については質問に対する回答を撮影・録音した成果物がそれぞれ対応する。
【００３０】
　ユーザは、生成した成果物をユーザ端末からコンテンツサーバの成果物受信部に対して
アップロードする。
  コンテンツサーバにアップロードされた成果物は、成果物評価部により、所定水準の学
習成果が達成されているか否か評価される。この評価は、教材である映像クリップとの差
異を検出して自動的に行うものであってもよいが、学習指導者による視認によって行うこ
ともできる。この場合、学習指導者は、コンテンツサーバから取得した成果物をクライア
ント端末上で再生し、当該成果物に対して評価ないしは承認・不承認の判定を付すること
となる。
  学習指導者による評価を行う場合、例えば図６に示すように、ユーザと学習指導者とで
コメントを交換し合うインタラクティブな評価方法を採用することで、よりユーザの学習
効果やモチベーションが向上することが期待される。
【００３１】
　上記のようにして所定水準の学習成果の達成が認められた成果物は、承認された成果物
として映像クリップデータベースに登録される。この承認された成果物は、そのまま他ユ
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ーザの学習教材となり得るものであり、映像クリップデータベースに予め登録されていた
映像クリップとともに、他ユーザへの配信の対象となる。
【００３２】
　このように、本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムでは、ユーザが学習
指導者に対して学習成果を示すために生成する成果物それ自体が映像クリップであること
から、所定水準の学習成果の達成が認められた成果物たる映像クリップが新たな教材コン
テンツとして得られる、すなわち、システム管理者や学習指導者が何らの作業を行うこと
を要せずして、教材が教材を生み出すという極めて新規で特徴的な自律的学習システムが
提供されることとなる（図４のフロー図中Ａ）。
【００３３】
　さらに、本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムでは、コンテンツサーバ
の成果物公開部により、所定水準の学習成果の達成が認められた成果物たる映像クリップ
をユーザに公開する機能を有している。その画面表示例を図７及び図８に示す。これによ
り、ユーザは、自らが学習しようとする教材コンテンツに関して、システム管理者又は学
習指導者側から提供された映像クリップのみならず他ユーザが生成した成果物たる映像ク
リップからも選択することが可能となり、利便性が高まるばかりか、システム管理者又は
学習指導者側の教材コンテンツ制作の負担も軽減されることとなる（図４のフロー図中Ｂ
）。
【００３４】
　また、コンテンツサーバの成果物公開部により公開されるユーザが生成した成果物たる
映像クリップに対して、他ユーザからのコメント記入や評価入力ができるようになってい
る。これにより、ユーザ同士が学習の成果を分かち合い競い合う雰囲気が生まれ、学習効
果やモチベーションの向上が図られる。
  さらには、ユーザが生成した成果物の評価・承認プロセスの一部又は全部を、他ユーザ
からの評価に委ねるようにすることもできる。これにより、システム管理者又は学習指導
者側の評価・承認の作業負担が軽減されることとなる（図４のフロー図中Ｃ）。成果物の
評価・承認プロセスの全部をユーザ同士の相互評価に委ねることとすれば、学習指導者が
学習者に指導を行わなくとも、学習者ら自らが自律的に学習を継続的に行うことができる
システムとなる。
【００３５】
　本発明の映像クリップを利用した自律的学習システムの更なる応用形態として、映像ク
リップデータベースは初期状態において一切の映像クリップを記憶していない形態、すな
わちシステム管理側又は学習指導側において教材コンテンツである映像クリップを予め制
作・提供することを一切行わない形態をとることも可能である。
  この場合、システム管理側又は学習指導側は、初期状態において、教材コンテンツであ
る映像クリップの雛型のみを提示する。例えば、「○○の動作、１０秒」といった情報の
みを与えると、ユーザは当該動作を行い、それを撮像録音した成果物である映像クリップ
を生成し、コンテンツサーバにアップロードする。この成果物が学習指導者による評価又
はユーザによる相互評価により所定水準の学習成果を達成しているものと評価されれば、
それが学習用の映像クリップとして映像クリップデータベースに蓄積されることとなる。
すなわち、本システムでは、教材コンテンツである映像クリップの雛型のみを与えておけ
ば、学習者であるユーザが自ら優良な教材コンテンツを生成し、これを他のユーザの学習
の利用に供することでさらに教材コンテンツが増加するという極めて自律性の高い学習シ
ステムが構築されることとなる。
【００３６】
　以上、本発明の映像音声クリップを利用した自律的学習システムについて、具体的な実
施の形態を示して説明したが、本発明はこれらに限定されるものではない。当業者であれ
ば、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において、上記各実施形態における各種サーバコン
ピュータの構成及び機能に様々な変更・改良を加えることが可能である。
【産業上の利用可能性】
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【００３７】
　図１～図８等に示すように、本発明の映像音声クリップを利用した自律的学習システム
は、これを構成するコンテンツサーバ、クライアント端末、ユーザ端末、管理者端末とい
ったコンピュータ群のＣＰＵ、メモリ、補助記憶装置、ディスプレイ、入力デバイス等を
含むハードウェア資源上に構築されたＯＳ、アプリケーションソフトウェア、データベー
ス、ネットワークシステム等によって実現されるものである。
【００３８】
　そして、映像音声クリップを利用して学習者が生成した成果物である映像音声クリップ
のうち所定基準をクリアすると判定されたものを学習コンテンツたる映像音声クリップと
して再利用するという情報処理が上記のハードウェア資源を用いて具体的に実現されるも
のであるから、自然法則を利用した技術的思想に該当するものであり、産業上利用するこ
とができるものである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】
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